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福島第一原子力発電所の汚染水処理において生じる鉄共沈スラリーに対する、低温固化処理材料の適用性

評価に利用するデータの取得を目的とし、各種固化配合で作製した模擬鉄共沈スラリー混合セメント固化体

およびアルカリ活性材料（AAM）固化体について、基礎特性の評価を行った。試験概要及び得られた結果の

一部を紹介する。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所の汚染水処理で発生する水処理二次廃棄物に関して、実処理に適用可能な処理技術

を抽出する手法の構築に資するため、国内外で放射性廃棄物への適用実績がある固化処理技術について、各

種廃棄物への適用性評価に必要なデータの取得が必要である。本件では鉄共沈スラリーに焦点を当て、その

模擬物を混合し各種固化配合で作製したセメント固化体、および AAM 固化体の基礎特性を評価した。 

2. 試験概要 

セメント固化体の作製には、研究用普通ポルトランドセメントと純水を用いた。AAM 固化体の作製には、

メタカオリンと高炉スラグ微粉末の混合割合（質量比）を、10：0、8：2、6：4 とした 3 種類の粉体、および

水ガラスと NaOH を純水に溶解し調整したアルカリ水溶液を使用した。変化させた配合条件は、模擬鉄共沈

スラリー乾燥粉末の充填率、セメント固化体の場合は水固体比、AAM 固化体では水固体比とアルカリ溶液組

成である。主な評価特性は、混錬直後の流動性、凝結性状、および固化後の圧縮強度である。 

3. 結果概要 

図１に、流動性と凝結性、材料分離性、および圧縮強

度の目標基準を満たした代表的な配合について、圧縮強

度の経時変化を示す。いずれの配合も、模擬鉄共沈スラ

リー乾燥粉末の充填率は 20%である。図より、セメント

固化体は、AAM 固化体に比べ全体として高い強度を示

した。一方、AAM について、使用粉体による強度の差異

は小さかった。 
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図 1 模擬鉄共沈スラリー混合固化体の圧縮強度 
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